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イトーヨーカ堂における出庄の意思決定プロセス
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イトー ヨー カ堂編 (207，642-653)の庖舗デー タに基づいて作成
表1 1960~2007 年におけるイトーヨーカ堂の開庖数と総庖舗数の推移
1995 2000 2005 
(3 ) 当時，生み出されたそれぞれの経営システムについては遠見 (2011)に詳しい。また，前田，片岡，
藤野 (2012)は， 1950-60年代に生み出されたイトーヨーカ堂の経営システムが経営哲学や経営戦略
を反映して設計されたことを示している。
(4) 石井 (2009，9)によれば， 1967年時点のダイエー，西友ストアー，イトーヨーカ堂3社を合計した





(5) ヒアリング調査は2011年6月30日， 7月7日， 8月9日， 8月29日， 9月16日， 9月29日， 1月
30日， 12月7日， 2012年9月13日， 10月25日， 12月27日の 1日間・約26時間行なった。なお，
筆者は本研究以前，イトーヨーカ堂の経営システムを解明すべく 2010年6月30日-2011年2月9日
の期間中， 14日間・約30時間にわたり遠見氏にヒアリング調査を行なった。



























(7) また， Northcott (1992， 9-22) [邦訳 (2010，9-24)]は，投資のプロセスを①案件の認識 (project
identification) ，②案件の定義と一次審査 (projectdefinition and screening).③詳細分析と承認
(analysis and acceptance).④実行Cimplementation).⑤モニタリングと事後監査 (monitoring
and post audit)と説明している。
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3 イトーヨーカ堂における出底プロセス
3. 1 1960年代の経営環境と出庖システムの誕生
3. l. 1 経営環績と組織体制













牟M は「マネジ ャー 」を意味する
遠見氏へのヒアリング調査に基づいて作成
図2 イトーヨーカ堂における組織体制の概要 0960年代後半-1980年)
(8 ) 遠見 (2011，105-147)はイトーヨーカ堂における 1961-2005年までの6回の組織再編について論じ
ている。
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「食品」分野ごと統括マネジャーが置かれ，彼らは自分野の利益に関し，商品分野別の事業部長
と庖長の双方に対し，責任を負っていたことである。 A庖の食品担当統括マネジャーを例に説
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での年平均 ROF，初年度-10年固までの年平均 ROFという 3つの期聞を対象に行なわれる。
例えば， A庖について庖舗開発部門が出底に値するか検討しているとしよう。表2を用い， A














0) 閑居時の固定資産への投資見積額 (盗) 閉店初年度・A居衣料品分野損益見積
土 地 売上高 1，500，000千円
建物代相当保証金 2，000，000千円 売上原価 1，100，000千円
販売設備 300，000千円 .. . 
... '" 販売員人件費 50，000千円
.g 計 3，000，000千円 売場家賃 150，000千円
-・・ . 
(日) 閲庖後の固定資産への追加投資見積額 庖実質利益(税前純利益) /:， 20，000千円
関庖初年度 0千円
2年目 60，000千円 (iv) 閲底初年度・A庖税前純利益
.・.. '" 衣料品分野 /:'20，000千円
10年目 100，000千円 住居用品分野 . 
開庖初年~10 年目累計 700，000千円 食品分野 . 
=争開庖初年度~10 年目の年平均 70，000千円 A庖税前純利益 /:， 40，000千円
( vi) 計画ROF (v) A庖税前純利益
聞広初年度 /:， 1.33% . 一 開庖初年度 /:， 40，000千円
初年度~3 年目・ 7 年目年平均 2年目 380，000千円
初年度~1O年目年平均 20.13% .. . 
10年目 960，000千円
※初年度~1O年目の年平均 ROF を算出する場合 開庖初年~10 年目累計 6，180，000千円
618，000千円
と 20.13% =争開庖初年度~10 年自の年平均 618，000千円---ーー
遠見氏へのヒアリング調査に基づいて作成
表2 計画ROF見積もりの流れ
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(i)とム40，000千円Civ)からム1.33%と見積もられる。開庖初年度から 10年目までの年平均











































































































































































方針葉議 実行果議 予算果議 修正果議
目 的 出庖計画の本格化 出底計画の最終決定 出庖計画の実現 年度予算の微調整
ROFの利用 目標ROFと計画 目標ROFとより精 設定された計画ROFを実 3ヶ月間の実績 ROF
方法 ROFを対照して， 綴な計画ROFを対 現するため，担当者がいか と計画ROFを対照し
出底の可否を判断 照して，出庄の可否 に行動すれば良L、かを考え て，予算修正を講じる
する尺度 を判断する尺度 させる行動の基準 ための判断基準
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